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研究要旨 昨年度はマーケットバスケット法を用い、新潟地域住民
の食品及び飲料水由来の内分泌かく乱化学物質 (EDC)の１日摂取量
を推測した。そこで今年度は県内に長年居住する住民の食生活、職
業、地域環境特性 (水道水源、ごみ焼却場) 別にヒト体脂肪中の蓄
積量を分析した。なお体脂肪は胃がん及び大腸がん患者から術前に
インフォームドコンセントを得た後、摘出組織の非がん部から脂肪
を採取した（2000 年 8月開始）。現在ヒト体脂肪中の EDC 濃度につい
て分析中であり、近々EDC 残留に及ぼす諸要因について解明を行う予
定である。 

 
 
Ａ．研究目的 
 昨年度は食品及び飲料水（料理使用）由来の
内分泌かく乱化学物質(EDC)が現実にどの程度
量あるのかを知る為、1994 年から 1999 までに
マーケットバスケット方式で集めた食品中の
EDC の 10 物質を分析した。そして各 EDC の１日
摂取量を推測した。 
 その結果、PCB、BHC、DDT、DDE は魚介類群、
肉類・卵群に濃度が高かったが、1994 年に比べ
近年は漸減傾向を示した。1999 年時点の１日摂
取量(μg/day)は、PCB で 0.1318、DDE(DDT 代謝
物)は 0.3031 であった。その他の EDC は食品由
来の暴露は無視できるとの結論を得た。 
 本年度は新潟県内に居住する地域住民を対
象に、実際にどれだけの EDC 体内蓄積量がある
か、ヒト体脂肪を用いて分析した。そして住民
のライフスタイル(食生活等)、職業、地域環境
特性(水道水源、ごみ焼却場)との関連を明らか
にする。本調査は体脂肪中の EDC 濃度はがん罹
患の結果でなく、かつがんの種類によって差が
ないとの前提に基づく(この前提については、
分析の際に検証する)。 
 
Ｂ．研究方法 
 
１．対象 
 新潟県内のある病院の外科で、2000 年９月以
降に胃がん又は大腸がんの手術を行った患者
37 名について、手術前に調査の目的等を説明し、
調査協力の同意を得た。 

 
２．食事等に関する調査票 
 食事等に関する自記式調査票を配付し、本人
から 30 項目の食事(入院前に自宅での食事内
容)、今まで最も長く従事した職業、居住地の
環境特性(前述)等について記載を求めた。 
 
３．体脂肪組織の採取 
 胃がん又は大腸がんの手術の際に摘出した
臓器の非がん部（大網）の脂肪組織約 100ｇを
３分割し、洗浄ガラス瓶に－20℃で保存した。
今回はうち約 30ｇを分析に供した。 
 
４．分析 EDC の種類及び分析法 
 魚介類摂取等によって今だ人体暴露の危険
性がある PCB、DDT、BHC(ヘキサクロロシクロヘ
キサン)及びクロルデンの有機塩素化合物を分
析対象とした。これら化学物質は脂肪に極めて
高い親和性を有することから、ヒト脂肪組織中
残留量を分析した。 
 PCB 分析は抽出した脂肪を加水分解し、カラ
ムクロマトグラフィーによる精製の後、電子捕
獲型検出器付きのガスクロマトグラフィー
(ECD-GC)を用いて、キャピラリーカラム分離係
数法で定量を行った。 
 DDT、BHC 及びクロルデンの農薬類の分析は、
抽出脂肪をドライフロリジルカラムクロマト
グラフィーを用いて、これら化学物質を脂肪と
分離した後、シリカゲルカラムクロマトグラフ
ィーで共存する PCB と分け、カラムクロマトグ



ラフィーによる精製の後、ガスクロマトグラフ
質量分析計(GC/MS)で定性及び定量を行った。 
（倫理面への配慮） 
 本研究に関する倫理的問題点については、予
め新潟大学医学部倫理委員会に対して文書及
び口頭で説明し、実施の承認を得ている（2000
年８月 17日）。対象となった患者へは手術前に
主治医から口頭による調査計画の説明と調査
協力への要請を行い同意をされた場合は署名
を求めた。なお最終的な分析結果を得た場合、
本人に説明する予定である。 
 
Ｃ．研究結果 
 
１． 患者に関する基本情報 
 37 名の患者の性別は男性 18 名、女性 19名で
あった。37 名の平均年齢は 72.1±8.99 歳（52
―87 歳）であった。男女間の差はなかった。が
んの部位別には、胃がん患者 20 名（男 9名、
女 11 名）の平均年齢は 71.8±8.48 歳、大腸が
ん 16 名（それぞれ 9、7名）は 72.4±10.13 歳
であった。この間にも男女に差がなかった。ま
た胃がんと大腸がんの合併例が 1例あった（女
性,74 歳）。このように患者 36 名（合併例の 1
例を除く）のがん部位別の性差、年齢差はなか
った。 
 
２．食事等に関する調査票 
 食事内容に関する調査は、いわゆる自記式の
簡易法（自宅での食物摂取頻度調査）を用いた。
質問項目は、昨年度のマーケットバスケット法
による食品 13 群の中で最も EDC 濃度の高かっ
た魚介類、肉類・卵類を中心に記載を求めた。
また水道水源（河川、地下水、ダム等）、生涯
最も長く従事した職業、近くのごみ焼却場の有
無等についても質問した。これらの情報は、脂
肪中の各種 EDC 濃度（目的変数）に及ぼす要因
（説明変数）となるものである。 
 
３．体脂肪中の EDC 濃度 
 2001 年 3 月 8日時点で、非がん部の組織から
脂肪抽出を終わり、PCB、DDT、BHC 及びクロル
デンについて分析中である。現在未だ所期の計
画目標に達していないが、近々、体脂肪中の EDC
濃度分析を行い、残留に寄与する要因について
説明を行う予定である。 
 
 
Ｄ．考察 
 今年度はヒト体脂肪中の EDC 分析を、がん患

者を対象に行うための倫理的問題の解決に手
間取り、スタートが大幅に遅れてしまった。そ
こで現時点で、37 症例しか試料が集まっておら
ず、EDC 分析も遅れている。 
 本報告書作成の現時点では、今年度の所期の
目的を達成する為にあと 1ヶ月を要し、別途報
告を行いたい。 
 
Ｅ．結論 
 現在体脂肪中のEDC濃度について分析中であ
り、近々EDC 残留に寄与する食生活等の要因に
ついて明らかにする予定である。 
 
Ｆ．健康危険情報 
 現在のところ確認していない。 
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